
 
 

事 務 連 絡  

令和６ 年１ 月 19 日  

 

   都 道 府 県 

各 保健所設置市 衛生主管部( 局) 御中 

   特 別 区 

 

   都 道 府 県 

各 指 定 都 市 介護保険主管課（ 室） 御中 

   中 核 市 

 

厚生労働省 医 政 局 総 務 課   

                         老健局老人保健課    

 

令和６ 年能登半島地震における医療機関等に対する JRAT 派遣要請について

のご協力のお願い（ 周知依頼）  

 

 平素より 厚生労働行政の推進に御協力いただき 厚く 御礼申し 上げます。  

 令和６ 年能登半島地震による災害発生に関し 、要支援者・ 要介護者の方も 含め

た多く の方々が被災し ておら れ、 生活不活発と それに伴う 災害関連疾患の予防

等は喫緊の課題と なっ ています。こ れら の課題に対応するため、石川県において

JRAT( Japan Di sast er  Rehabi l i t at i on Assi st ance Team, 日本災害リ ハビリ テー

ショ ン支援協会) に活動いただいていると こ ろ です。  

 今後、被災者の方への更なる支援の確保のため、リ ハビリ テーショ ン専門職派

遣チームの増員が必要な状況です。  

そのため、 JRAT から 各医療機関並びに介護老人保健施設及び介護医療院に対

し てリ ハビ リ テーショ ン専門職派遣の要請があっ た際には、 可能な限り ご協力

を 賜れますよう 、 衛生主管部（ 局） におかれまし ては貴管下の医療機関に、 介護

保険主管課( 室) におかれまし ては貴管下の介護老人保健施設及び介護医療院に

周知を お願いし ます。  

なお、 JRAT についての詳細は別添のリ ーフ レ ッ ト を ご参照いただければ幸い

です。  

   

問合せ先 

厚生労働省 老健局 

老人保健課 老人保健施設係 清水、 上田、 佐野 



私たち災害リ ハビリテーショ ンチームは

高齢者や体に不自由のある方の

健康的な生活と 活動を サポートします

一般社団法人日本災害リ ハビリテーショ ン支援協会

別添



※参入職種　 リ ハビリ テーショ ン科医師、 理学療法士、

　 作業療法士、 言語聴覚士、 看護師、 ケアマネジャ ー、

　 義肢装具士、 その他医療福祉関連職

災害のフェーズに合わせた
リハビリテーショ ン支援

復旧期

避難所や施設での

リハビリテーショ ン

支援活動

生活不活発病予防

復興期

地域に根付いた
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移行支援

健康支援

応急
修復期

リハビリテーショ ン

トリアージ

（ 災害に関連し た 身体機能、生活能力の低下予防）

　 本会は平時から 参加団体相互が連携し 、 各

地域において地域住民と 共に災害に立ち向か

えるよう に災害リ ハビリ テーショ ン支援チー

ムを発足さ せ、 大規模災害発生時には災害弱

者、 新たな障害者、 あるいは被災高齢者など

の生活不活発病への予防に対する適切な対応

を可能と するこ と で国民が災害を乗り 越え、

自立生活を再建、 復興を目指し ていけるよう

に、 安心、 安全且つ、 良質なリ ハビリ テーシ

ョ ン支援を受けら れる制度や体制の確立を促

進するこ と を目的と する。

JRAT 基本方針

1  災害リ ハビリテーショ ン支援チームの

 育成・ 組織化

2  都道府県を単位と する

 全国規模のネッ ト ワーク の構築

3  災害リ ハビリ テーショ ンに関する

 教育・   啓発のための研修および広報

4  災害支援必要機材の準備

5  他の災害救助チームと の連携

6  災害時、 組織的且つ直接的な

 災害リ ハビリ テーショ ン支援

7  その他、 目的を達成することに関連し た活動

活動指針

● 避難所の住環境評価と 整備

● 動き やすい居住環境の

　 アド バイスや応急的環境整備

● 避難所支援物資の適切な

　 選定と 設置（ 段ボールベッド など）



　 2020年4月1日を も ち ま し て「 大規模災害リ ハビ リ テーショ ン 支援関連団体協議会

（ JRAT）」 は、 名称を『 一般社団法人 日本災害リ ハビリ テーショ ン支援協会（ JRAT: Japan 

Disaster Rehabil itation Assistance Team）』 に変更し 、 同時に法人登記いたし まし た。

　 JRATは、 東日本大震災リ ハビリ テーショ ン支援10団体（ 2011年4 月13日設立） の活

動経験を基に、 新たにリ ハビリ テーショ ン関連 3団体にも 参画いただき 、 2013年7月26

日に、 来る災害に備えて「 大規模災害リ ハビリ テーショ ン支援関連団体協議会」 と し て再

結成を行い、 2015年 9月 9・ 10日に栃木・ 茨城を 襲っ た関東・ 東北豪雨災害をはじ めと

し て、2016年4月14・ 16日の熊本地震災害では全国規模で約3,000人が支援活動を行い、

また2018年7月の西日本豪雨災害（ 岡山県に対し ては主に西日本から 延653人が支援）、

9月の北海道胆振東部地震災害には北海道JRATが支援活動を行いまし た。 その後の度重

なる豪雨災害に対し ても 、 DMATやJMATと の連携の下で支援活動を行っ てまいり まし た。

結果、 日本医師会JMATやDMATをはじ めと し て他の災害支援関連団体から も 、 高い評価

と 期待が寄せら れるよう になっ てきまし た。

　 私たちが提唱し ています“ 災害リ ハビリ テーショ ン” と は、 超高齢社会と なる我が国に

おいて多発する災害時に起こ る被災者・ 要配慮者等の生活不活発等や災害関連死を防ぐ た

めに、 リ ハビリ テーショ ン医学・ 医療の視点から 関連専門職が組織的に支援を展開し 、 被

災者・ 要配慮者などの早期自立生活の再建・ 復興を目指す活動の全てを指し ます（ 2019.4 

JRAT）。

　 こ の考え方を医療・ 介護従事者のみなら ず地域住民へも 着実に定着さ せるために平時か

ら 地域包括ケアシステムの中で活動を行い、 災害時には避難所環境整備、 避難者のリ ハビ

リ テーショ ント リ アージ、 および直接支援活動を種々の災害支援関連団体と 強固な連携の

下で実施し ていく 所存です。

　 具体的には今後も JRATと し て、 ①全国47都道府県での「 地域JRAT設立」 と ブロッ ク

単位における情報共有・ 組織化、 そし て、 ②都道府県行政およびDMAT、 JMAT 等災害支

援団体と の協業体制の構築、 更には、 ③平時から の教育・ 啓発・ 人材育成等に努力し てま

いり ます。

　 超高齢社会を 迎えた我が国では災害は最早、“ 忘れた頃にやっ

てく る禍” ではなく 、“ 忘れる間も なく やっ てく る大禍” です。

皆様の大いなるご協力・ ご支援、 そし てご指導の程宜し く お願い

申し 上げます。

代表ご 挨拶

一般社団法人日本災害リ ハビリ テーショ ン支援協会（ JRAT）

会長　 栗原正紀



主な JRATの活動

生活不活発と それに伴う

災害関連疾患の予防と 対策

避難所では災害による混乱や不慣れな環境により 、 生活が不活発になり ます。 そのた

め、 身体や認知機能の低下、 呼吸・ 循環器疾患、 深部静脈血栓症（ DVT） などの生活

不活発病が生じ やすく なり ます。 こ れら を予防するために、 発災早期より 災害リ ハビ

リ テーショ ンチームと し て関わり 、避難さ れた方々の健康的な生活と 活動を支えます。

1

741

852

963

1.避難所での下肢筋力の評価と 訓練

2.生活不活発病予防のための集団体操

3.歩行の介助と 練習

4.避難生活での問題点を聴取

5.階段昇降の介助と 練習

6.レクリエーショ ン（ 風船バレー）

7.応急的に作成し た短下肢装具

8.ベッド からの立ち上がりの練習と 杖の調整

9.避難者への再評価



避難所を訪問し 、 状況を伺いリ ハビリ テーショ ント リアージを行う と ころ

141210

151311

10.レクリエーショ ン（ 屋外での体操）　

11.繰り 返し 行う 評価

12.関節可動域訓練

13.長期化し た避難生活への支援

14.松葉杖の調整と 練習

15.詳細な聞き取り と 評価



生活環境の改善や工夫

避難所は高齢者や体に不自由のある 方にと っ て生活や移動が困難な場所と なり ま

す。 単に動き づら いだけでなく 、 転倒などのリ スク も 生じ ます。 現地の避難所管理

者や保健師等と 協力し て、 避難所の評価や整備、 福祉用具の手配や活用によっ て生

活環境を 改善するよ う 努めていき ます。
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1.新しく 作られた歩行スペースの評価

2.段ボールベッド の環境調整

3.フロアマット での歩行の確認

4. 立ち座りのための福祉用具の配備

5.視覚障がい者用誘導テープ

6. 避難所出口の段差の解消作業

7. 縁側の高さ の評価

8.避難所の階段の評価

9.寝台の高さ 調整

 10.出入口の動作の確認



地域や災害支援団体と の連携し た活動

災害時には様々な団体によ る支援活動が行われます。 私たちは、 被災地域の方々、

避難所責任者、 保健所・ 保健師、 災害（ 医療） 支援チーム、 また現地対策本部や医

師会、 行政等と 信頼関係を 構築し て活動し ます。 被災地域の特性やニーズに沿っ た

支援を 心がけ、 積極的にコ ミ ュ ニケーショ ン を 図っ ていき ます。

3
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1.医療支援チームミーティング

2.JRAT現地対策本部

3. JRAT内での活動ミーティング

4.他団体との情報共有のための会議　

5.保健師と 協働し た個別評価

6.多職種で行う避難所の評価

7.地域のスタッフへの情報の共有と引き継ぎ



一般社団法人日本災害リハビリテーショ ン支援協会事務局

〒101-0035

東京都千代田区神田紺屋町14千代田寿ビル3階

Email： jrat-office@ jrat. jp

☎090-5799-2057（ 事務局直通携帯） https://www.jrat.jp/
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リ ハビリテーショ ン 専門職の

災害救助法における位置づけについて

厚生労働省社会・ 援護局より 、 平成25年4月10日に各都道府県に発信さ れた課長

通知社援総発0410第1号、「 大規模災害における応急救助の指針」 において、「 医

療需要等に対応し た関係医療スタ ッ フの配置」 について下記の通り 示さ れ、 リ ハビ

リ 専門職も災害派遣法の適応職種の範疇に入ること が示さ れまし た。

「 災害派遣法医療需要等に対応し た関係医療スタッフ の配置救護班として派遣する

医師等のスタ ッ フについては、 当初は外科、 内科系を中心に編成するこ と はやむを

得ないと し ても 、 時間の経過に対応し 、 適宜、 口腔ケア、 メ ンタ ルケア、 いわゆる

生活不活発病予防等の健康管理に必要な保健医療専門職等のスタッフを加える等、

被災地の医療や保健の需要を踏まえた対応を実施するこ と 。」 （ 平成25年社援総発

0410第1号より 抜粋）

リ ハビリ テーショ ン専門職の災害支援への組織化は、 来る大規模災害に備え、 急務

の課題と 言えます。

mailto:jrat-office@jrat.jp
https://www.jrat.jp/

